
Env i ronmenta l   R epor t

環境報告書

2015
Env i ronmenta l   R epor t

環境報告書

2016
1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

ごあいさつ 　　

環境マネジメントシステム

環境のビジネスプラン

当社の温暖化対策

環境パフォーマンス

サイトレポート

海外サイトレポート

環境配慮型製品

ＰＲＴＲ報告　

環境コミュニケーション

環境会計

会社概要

02

03

04

06

08

10

12

13

16

16

17

18

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

I N D E X



環境報告書 201602

ごあいさつ

　当社は「ガラスの持つ無限の可能性を引き出し、モノ
づくりを通して、豊かな未来を切り拓く」という企業理
念を掲げ、最先端の技術開発、最高水準の品質、高効
率の生産、潤沢な製品供給を実践することで「世界一
の特殊ガラスメーカー」を目指しています。またその中で
“自然との共生”を大切な価値観の１つであると位置
付け、自然と共存することを常に意識し、環境負荷の
低減に努めています。

　世界一環境にやさしいガラスメーカーが世界一効率
の高いモノづくりを達成できると信じています。ガラスを
供給することで社会の発展に貢献する一方、製造工程
では大量の天然資源、水、エネルギーを消費していま
す。効率が高く、環境負荷が少ないモノづくりを実践す
ることで天然資源やエネルギーの有効活用と環境保
全を実現し、生物多様性の保全や地球温暖化の防止
につなげることはモノづくりの責務です。

　２０００年から取り組んでいる「環境のビジネスプラ
ン」は事業経営の手法を環境保全活動に応用した当
社独自の活動で、「廃棄物」「水」「排ガス」の３つを
テーマに、３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）活動を
展開しています。生産に使用する水とエネルギーをミニ
マムにし、環境負荷をミニマムにするという活動です。
同時に、３Ｒ活動のＰＤＣＡを繰り返し回すことにより、

生産活動の在り方を再考し、プロセスやシステムの改
善に繋げます。

　ガラス製造には多種で多量の化学物質を使用し、
その中には人や環境に有害なものも含まれます。これら
の使用量の削減はもとより、保管、輸送、廃棄等の管理
レベルを高め、化学物質に関する安全性を保証する活
動にグローバルに展開し、取り組んでいるところです。

　昨年末には、液晶板ガラス事業では中国で最初の
溶融・成形拠点となる電気硝子（厦門）を稼動させ、今
年は液晶板ガラスの加工を電気硝子（南京）で、医薬
用管ガラスの新設備をマレーシアの子会社にて立ち上
げます。これらの新拠点、新設備には世界一のプロセ
ス技術と環境技術の導入を目指しています。

　地球環境の保全は21世紀において、文明と人類の
繁栄に不可欠の最重要課題です。

　当社はグループ各社とともにガラス事業を通じて地球
環境の保全と循環型社会の実現に寄与して参ります。
ここにその一端をご紹介する「環境報告書２０１６」を作
成しましたので、私たちの環境への取り組みと現状につ
いてご一読いただき、ご意見を賜れば幸いです。

2016年9月

代表取締役社長
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環境マネジメントシステム
1999年8月27日にISO 14001の認証を、国内全事業場で一括取得しました。現在、環境マネジメントシステムを
図のような組織図の下に、運用しています。

環境管理担当役員が議長となり、社長以下各事業部の代表者
が出席します。海外子会社からも必要に応じて参加し、社長の
環境方針に対する具体的な環境保全活動の共有化を図ってい
ます。環境のビジネスプランの実績報告と推進を主要テーマと
し、環境保全活動の審議の場となっています。

環境運営会議

ISO 14001認証取得状況 環境憲章

認証取得会社名 認証取得日付

1999．

2001．

2002．

2013.

2000．

2002．

2006．

2007．

2007．

2009．

2014.

2015.

27

19

1

15

31

12

18

28

9

21

9

11

8．

1．

11．

2．

1．

1．

9．

8．

10．

12．

12．

11．

日本電気硝子株式会社（５事業場でのマルチサイト認証取得）

グ
ル
ー
プ
会
社

国
　
内

国
　
外

エスジーエスエンジニアリング株式会社

日電硝子加工株式会社

滋賀日万株式会社 

Techneglas LLC

Nippon Electric Glass (Malaysia) Sdn. Bhd.

台湾電気硝子股份有限公司

坡州電気硝子（株）

日本電気硝子（韓国）（株）

電気硝子（上海）有限公司

電気硝子（Korea）(株)

電気硝子（広州）有限公司

環境マネジメント活動組織図

環境管理
担当者会議

社　長 環境管理
責任者

環境運営会議 環境管理
責任者会議

内部環境
監査員会

環境管理
担当役員

２０１５年は全社で３７件の目標が設定され、３３件の目標を達成しました。
未達成の目標については２０１５年に引き続き目標達成に取り組んでいます。

ＩＳＯ１４００１：２０１５年度版への移行準備の一環で、各事業場のＩＳＯ事務局員への差分教育を
実施しました。引き続き社内約１００名の内部環境監査員に対する差分教育を行う予定です。

環境管理計画の推進

環境教育

地球環境の保全は、２１世紀において、文明と人類の繁栄に不可欠の最重要課題です。
日本電気硝子は『ガラスの持つ無限の可能性を引き出し、モノづくりを通して、豊かな
未来を切り拓く』という企業理念のもと、「自然との共生」を１つの大切な価値観と掲
げ、最先端の技術開発、最高水準の品質、高効率の生産、潤沢な製品供給を実践
することで、世界一の特殊ガラスメーカーを目指しています。日本電気硝子はグループ
各社とともに効率が高く、環境負荷が少ないプロセスを実践することで、地球環境の
保全と循環型社会の実現に寄与します。

当社及びグループ会社におけるＩＳＯ１４００１の認証取得
状況は次の通りです。　　　　　　　

この環境憲章のもとに、環境マネジメントシステムを運営してい
ます。ISO１４００１の環境方針に相当します。　　

指針 廃棄物削減 省資源 省エネルギー 汚染予防・化学物質管理 その他 合計
5 8 8 14 2 37
3 6 8 14 2 33

目標
達成

［環境理念］

１.関連する環境法規制ならびに当社が同意した協定等を遵守するにとどまらず、適
切な自主規制を定めこれを実行することに努めます。

２．調達から、製造、物流、販売、使用、再生、廃棄に至る、製品のライフサイクルの各段階
および企業活動の各場面にわたって、環境負荷を低減することに努めます。

３．世界一のモノづくりを実現することで、天然資源やエネルギーを有効活用し、生物
多様性の保全と地球温暖化ガスの排出削減に努めます。

４．２１世紀に求められる汚染の予防への適応に努力し、社会との共生を目指します。
５．環境目標を設定し、本来業務の推進および全員参加の環境保全活動により、そ
の達成を目指します。そして、環境パフォーマンスを向上させるため環境マネジメン
トシステムを継続的に改善します。
なお、当憲章は文書化し、組織内の従業員ならびに関係会社に伝達し、組織外から
の要求に応じて開示します。

［行動指針］

以上

滋賀高月事業場

能登川事業場

若狭上中事業場

精密ガラス加工センター

大津事業場
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環境のビジ スプラン

２０００年に最初の環境ビジネスプランとしてスタート
して以降、埋立処分量は着実に減少してきました。
グラフは製品販売重量に対する「通常の工程で発生
し埋立処分される固形廃棄物の比率」の推移を表し
たものですが、国内では２０１０年に０．１％以下を達
成しました。最終的には埋立廃棄物ゼロを目指して削
減に取り組んでいきます。海外を含めた連結では、ブ

ラウン管ガラスの製造を中止したため、廃ブラウン管
ガラスのリサイクル使用がなくなり、埋立廃棄物が一
時的に増加したことにより、２０１４年は原単位が悪
化しました。また、２０１４年からは埋立処分Ｄに加
え、社外に処理を委託している企業リサイクルＣの削
減を進めています。

環境のビジネスプラン
（廃棄物の削減）1

水は貴重な資源であり、モノ作りのレベルは水の使用
量に表われるという考えのもと、「水」のビジネスプラ
ンをスタートさせています。
「水の削減」の目的は、ガラスの溶融、成型、加工洗
浄などのあらゆる製造工程において目的に沿った水の

使用方法と管理方法を追及して工程改善へと繋げる
ことです。海外工場を含めて、あらゆる工程の完成度
を上げると共に水の使用量と排水量の削減に結び付
けていきます。

環境のビジネスプラン
（水の削減）2

EPダスト・ゴール
研磨スラッジ
ガラス屑

総
発
生
量 総

排
出
量

金属屑、レンガ屑
再生用古紙、ダンボール
廃パレット

廃プラスチックの燃料化
研磨スラッジのセメント原料化
廃油の燃料化

社会リサイクル B

廃酸・廃アルカリの社外中間処理
不燃物、焼却灰、雑芥
廃耐火物

企業リサイクル C

埋立処分 D

社内リサイクル A
（事業部間リサイクル）

1.5

（％）

1.0

0.5

0.0
2000 20012002 2003 2004

2.0

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2012 2013 2014 20152011 年

0.02

0.23

国内

連結

社内へ入る水
井戸水・水道水・工業水

雨水・湧水

社外へ出て行く水
河川放流
公共下水放流

蒸発水、緑地散水等
12㎥/t

製品販売重量に対する水の量

7㎥/t

5㎥/t

使用後の水

水処理後の水

社内での使用
研磨・研削
洗浄工程

設備・空調の冷却水
生活用水

（食堂・風呂便所）

水処理

社内で使用／再使用している水

〈販売重量に対する埋立廃棄物の削減実績〉〈固形廃棄物の分類〉

489㎥/t
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下図は，製品販売重量に対する水の量の比率の推移を
表したものです。３つの指標で表しており、それぞれ１トン

の製品を販売するのに新たに取り入れた水、工程内で
使用／循環させている水、そして排水した水の量です。

「窯揮発量の削減」の目的は、「排ガス中に含まれるガ
ラス原料からの揮発成分は、排ガス処理装置で捕集
してリサイクルするだけでなく、溶融段階での揮発量

そのものを抑えることで減少させるべきである」との
コンセプトのもと、ガラス原料からの揮発が少ない溶
融方法を追求し、環境負荷の低減に努めることです。

右上の図は、「ガラス販売重量に対するガラス溶融炉
中の原料から揮発する揮発量の比率」を指標に、当
社の主力事業である液晶板ガラスの比率の推移を示
したものです。本ビジネスプラン開始前の２００４年

に比べて徐々に揮発率は低下し、２０１５年には揮
発率を開始前の１／４にまで低減することができまし
た。今後もガラス溶融炉からの揮発を低減するため
に様 な々工夫を行っていく予定です。

環境のビジネスプラン
（窯からの揮発量の削減）3

100

（％）

80

60

40

20

0
2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015年

〈揮発率の推移〉

ガラス溶融炉

△A

A a

電気
集塵機

ガラス
製品

一部
埋立

回収
（リサイクル）

煙　突

ガ
ラ
ス
原
料

※2004年を100とした指数で表示

25

m3/ｔ

5
10
15
20

100
200
300
400
500
600
700
800

0
2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

〈国内〉
年

使用／循環している水

社内へ入る水

社外へ出ていく水

使用／循環している水

m3/ｔ

5
10
15
20

100
200
300
400
500
600
700
800

0
2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

〈連結〉
年

社内へ入る水

社外へ出ていく水

489

12

7

275

10
7
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当社の温暖化対策

自社開発したバーナーとガラス溶融炉の設計によ
り、１９９３年に日本で初めて酸素燃焼方式のガラス
溶融炉を導入し、ほぼ全ての溶融炉に導入が完了し
ました。
酸素燃焼炉は空気燃焼炉に比べて、生産重量あた
りの二酸化炭素発生量を約２割抑制することができ
ます。

また、酸素燃焼のポイントは、空気の８０％を構成し、
しかも燃焼・加熱に関係しない「窒素」を排除するこ
とです。このため、窒素が高温下で酸化されてできる
サーマルＮＯｘ（窒素酸化物）がほとんど発生しませ

ん。排ガス量も大幅に減少し、熱効率も向上するた
め、燃料使用量が削減でき、二酸化炭素の排出量も
抑制できます。また、炉資材の使用量も大幅に減少し
ます。

酸素燃焼方式
ガラス溶融炉の導入1

環境対策効果

省エネ・省資源効果・CO2削減
N2：80％　O2：20％ N2：0％　O2：100％

解体廃棄物の減少

不要

生成しない

熱効率が向上

小口径・小型化

大幅に減少

所要資材の減少

NOxの減少

燃料の消費減

酸素燃焼

蓄熱室が必要

サーマルNOxが生成

排出ガス量が多い

空気燃焼

ダストなどの持ち出し減少

ブロア小型化による
省エネルギー

大口径の煙道
大型の排ガス処理設備

C
O
2

削
減
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当社では、ガラス溶融炉に使用する燃料を重油から、
より二酸化炭素発生量の少ない燃料に転換してきて
います。重油や灯油からＬＰＧ、さらには、都市ガス

へと燃料転換することにより、二酸化炭素の排出削
減を進めています。2010年に全事業場において重油
を使用するガラス溶融炉はなくなりました。

ガラス溶融炉の
燃料転換2

ガラス原料を溶融するための燃料には、各種燃料を
状況に応じて単独あるいは併用して使用しています。
電力による加熱は、液体燃料や気体燃料による加熱
とは異なり、直接、電極を溶融ガラス中に挿入して通
電加熱するため、ガラスへの熱伝導効率に優れます。

ガラス溶融に使用する
総エネルギーに対する電力比率のアップ3

100

〈電力と化石燃料の使用比率（発熱量ベース）〉
％

年

電力 化石燃料

10
20
30
40
50
60
70
80
90

0

100
％

年

10
20
30
40
50
60
70
80
90

1990

23

77

1995

23

77

〈国内〉 〈連結〉

2000

25

75

0
2005

26

74

2010

30

70

2012

30

70

1990

23

77

1995

22

78

2000

26

74

2014

32

68

2015

32

68

2014

26

74

2010

28

72

2012

27

73

2015

27

73

2005

26

74

また、電力による加熱は化石燃料による加熱に比べ
て排ガス量も大きく削減することができます。当社で
は全社的にガラスの溶融に使用する総エネルギーに
対する電力比率を上げることにより、エネルギー効率
の改善と環境への負荷の低減を目指します。

10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

〈燃料使用比率の推移（発熱量ベース）〉
％

年

重油 灯油 LPG 都市ガス

10
20
30
40
50
60
70
80
90

0

100
％

年
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20
30
40
50
60
70
80
90

2000 2002

〈国内〉 〈連結〉

2004
0

2006 2008 20102000 2002 2004 2006 2014 201520122014 20152010 20122008

10
20
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40
50
60
70
80
90

85

15

91

9
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環境パフォーマンス

大気への排出量

排水量

国内：CO2
 NOx
 SOx
 PRTR排出量

…………… 977千トン
…………… 3,353トン
………………… 4.1トン

………2.4トン
連結：CO2 ……………1901千トン

エネルギー

固形廃棄物
社内リサイクル
固形廃棄物
社内リサイクル

国内：電力

 燃料

…

…

9,422テラ・ジュール
（95,071万kWh）
9,281テラ・ジュール

（原油換算243千㎘）

連結：電力

 燃料

…

…

19,454テラ・ジュール
（196,311万kWh）
14,929テラ・ジュール
（原油換算390千㎘）

1,575千m3（国内）
4,518千m3（連結）

8千トン（国内）
12千トン（連結）

ガラス販売
総重量

220千トン（国内）
692千トン（連結）

ガラス原料
304千トン（国内）
831千トン（連結）

※国内のみ（PRTR排出量0.1トン、移動量0.9トン）

取水量 2,710千m3（国内）
6,628千m3（連結）

埋立処分（区分 D）3,192トン（国内）4,910トン（連結）

7千トン（国内）/ 19千トン（連結）
社会・企業リサイクル（区分 B＋C）

※国内のみ（PRTR移動量 167トン）

使用/循環
している水
使用/循環
している水
107百万m3（国内）
190百万m3（連結）

2015年の環境パフォーマンスは以下の通りです。

〈原単位エネルギー使用量〉

ギガJ

電力使用量

10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

1990 19902011 2012

燃料使用量

0

販売重量トンあたり

2011 2012

〈国内〉 〈連結〉

2013 2014 2013 20142015

42.8

42.5

2015

28.1

23.7

〈エネルギー総使用量〉

20000

25000

30000

35000
テラJ

15000

10000

5000

0
1990 2011 2012

電力使用量（受電端投入熱量）

燃料使用量

2013 2015

9422

9281

〈国内〉 〈連結〉

20131990 2011 2012 2015

19454

14929

2014※ 2014※
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6000
トン

4000

2000

0

〈NOx総排出量〉

トン

0.5

0

〈原単位NOx排出量〉

2011

1.0

1.5

2.0

2.5

20112012 20122013 2014※ 2015

3353

2013 2014 2015

1.5

〈国内〉 〈国内〉

販売重量100トンあたり
トン

30

10

20

0

〈SOx総排出量〉 〈原単位SOx排出量〉

kg

0
2011 20112012 20122013 2013

5

10

〈国内〉 〈国内〉

販売重量100トンあたり

2014※ 2015

4.1

2014 2015

1.9

〈取水量〉
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3000

2000

1000

0

千m3

2011 2012

6000

7000

2011 2012

〈国内〉 〈連結〉

2013 2013 2014※ 2015

6628

2014※ 2015

2710

〈排水量〉
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4000

3000

2000

1000

0

千m3

2011 2012

6000

2011 2012

〈国内〉 〈連結〉

2013 2014※ 2013 2014※2015

1575

〈原単位排水量〉
販売重量トンあたり

5

10

0

m3

2011 20122011 2012 2013 2014 2015

6.5

2013 2014 2015

7.2

〈国内〉 〈連結〉

〈原単位取水量〉
販売重量トンあたり

5

10

15

0

m3

2011 20122011 2012 2013 2014 2015

9.6

2013 2014 2015

12.3

〈国内〉 〈連結〉

4

トン

3

2

1

0

〈原単位CO2排出量〉
販売重量トンあたり

2011

〈国内〉 〈連結〉

原料起因

エネルギー起因

1990 2011 2012 1990 20122013 2014 2013 2014 2015

2.6

0.120.12

2015

0.12

4.3

1200

千トン

800

400

0

原料起因

エネルギー起因〈CO2総排出量〉

2011 20121990 2011 2012

1600

2000

1990

〈国内〉 〈連結〉

2013 2014※ 2013 2014※ 2015

8585

1816

2015

951

26

：当該年の電力排出係数を使用しています。

：10の整数乗を表す接頭語。ギガは109、テラは1012という係数に相当します。

：本報告書では、総販売重量を用いています。

CO2総排出量

ギガ, テラ

ガラス販売総重量

※決算期変更に伴い、2014年の国内の数値は2014年4月～12月までの9ヶ月間の値です。

2015

4518
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サイトレポート

1 大津事業場

ガラス溶融炉の燃焼排ガスは電気集塵設備により集塵され、更に排ガス洗浄設備にて処理をしています。排ガス
洗浄設備ブロワのインペラ部をチタン化することで腐食による設備の整備や故障のリスクが減少し、安定した排
ガス処理を実現しました。

近年の異常気象等の影響により、ゲリラ豪雨などが多く発生している中で当事業場において、水処理施設の遊休
設備を利用して雨水回収の強化を図りました。今後も、更に雨水回収強化に努め、処理水を有効利用して、水の
削減に繋げていきます。

雨水回収の強化

排ガス洗浄設備

高月事業場

湿式排ガス処理設備から出る洗浄液のガラス原料としての再利用化を進めてきました。量産技術が飛躍的に改善
し、生産量、良品率ともに改善できました。その結果、資源の有効利用と共に廃棄物の大幅な削減ができました。

窯排ガス集塵ダストの再原料化

2

0

40

80

120

20

60

100

2012 2013 2014 2015 年

〈再原料化〉

良品率

生産量：2015年を100

生産量

3 能登川事業場

当事業場では２０１１年から、排ガス中から回収した回収原料の品質改善を行う事により約１２,０００トンの
資源を再生し廃棄物の削減を行ってきました。２０１５年度は年間１,８００トンの回収原料を再利用すること
ができました。

窯排ガス集塵ダストの再原料化
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4 精密ガラス加工センター

環境負荷低減のため、洗剤使用量の削減に取り組みました。昨年に続き、当センターでの生産は好調であり、事
業規模が大きく拡大していくなか、２０１５年度の洗剤使用量は、前年度比１２%削減することができました。

環境負荷低減

毎年､近隣地域への汚染や騒音・振動に関わる潜在的原因を検出･分析･除去するため､環境予防処置会議を開
催して必要な処置を決定しています。
２０１５年度は､地下浸透防止対策として老朽化した洗剤と混酸のクッションタンクの更新と、クーリングタワー
戻りの放流配管の嵩上げ等を行いました。　

環境予防処置

　２０１５年４月に施行された「フロン排出抑制法」に準じて、当社でも全社を対象にフロン類使用機器
の点検・検査を実施しました。年間の漏えい量は全社合計で１,０００トン未満（二酸化炭素換算）と、国へ
の報告が必要ないレベルでした。
　今後も適切に点検・検査を実施し、漏えいの防止に努めていきます。

全社トピックス全社トピックス
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海外サイトレポート

2 電気硝子（Ｋｏｒｅａ）株式会社
温室効果ガス削減制度への対応
２０１５年７月に韓国の温室効果ガス削減目標管理制度の指定業者に選定されました。２０１５年３月には公認
機関による排出明細書の検証を行ったのち、過去３年分の温室効果ガスの排出量（２０１３年～２０１５年）を
環境部に提出しました。今後は温室効果ガス排出権取引制度に移行される予定で、２０１７年からは排出割当
範囲内での排出が要求されます。

窯排ガス集塵ダストの再原料化
窯排ガス中に含まれるダストの再原料化を実施しています。２０１５年上半期は再原料化効率が６８％でした
が、下半期に設備のメンテナンス及び設備運営の改善を実施し、２０１５年通期での再原料化効率を８２％まで
に高めました。２０１６年は、再原料化効率９８%を目標にしています。

エネルギーの節減
空調用に使われている冷凍機のエネルギー効率向上の為に持続的な設備管理・維持に力を入れています。
２０１５年は２０１４年に対して３０％の冷凍機のエネルギー節減ができました。今後もエネルギー節減に取り組
んでいきます。

1 Nippon Electric Glass(Malaysia)Sdn.Bhd.
窯排ガス集塵ダストの再原料化
排ガス処理設備で回収されるダストの再原料化をすすめています。窯改修時に排ガス処理設備を乾式から湿式へ
変更することで、窯からの揮発成分の回収能力が向上し、資源の有効利用と排出ガスのクリーン化を進める事
ができました。

0

1,000

2,000

4,000

3,000

（トン）

2013 2014 2015 年

〈再原料化推移〉
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環境配慮型製品

当社は、液晶用基板ガラスの成形技術を更に発展させ、
無研磨で薄さ数十μｍ（μｍ：マイクロメートル、１μｍは１
０００分の１ｍｍ）のガラスを製造し、＜Ｇ－Ｌｅａｆ®＞と
いう商品名で市場に提供しています。超薄板ガラスは、
フィルムのようにしなやかな柔軟性と軽量性を実現した、
画期的な高機能材料です。ガスバリア性（空気や水分の
浸入を防ぐ性能）や耐熱性、透明性など、ガラス本来の優
れた特性を有することから、フレキシブルディスプレイや
有機ＥＬ照明などへの用途開発を進めながら、より幅広い
分野で技術や新製品の開発に貢献する新素材になると期
待しています。また、「ロール巻き連続生産」の技術開発
により、コンパクトなロール状での輸送が可能なことから、
省エネ・省資源性を併せ持つ環境に優しい素材です。

＜G-Leaf®＞を使用した有機ELフレキシブル照明

ロール状に巻いた超薄板ガラス＜G-Leaf®>

日本電気硝子はさらに「ガラス」を突き詰めて、常に新しい世界に挑戦し、社会に貢献できる製品を開発していき
ます。

超薄板ガラス

有機EL照明は水銀を含まない、環境にやさしい次世代
照明です。薄型、軽量、省電力、かつ面光源という優れた
メリットがあり、幅広い用途が期待されています。超薄板
ガラス＜Ｇ－Ｌｅａｆ®＞がその基板として、有機ＥＬ照明
のメリットを最大限に引き出すことができる最適な素材で
あり、今後の事業展開を大いに期待しています。また、＜
Ｇ－Ｌｅａｆ®＞を使用した曲がる平面光源も試作されて
います。

新照明

蛍光体ガラス

複合粉末ガラス技術を生かしてLED（発光ダイオード）や
LD（レーザーダイオード）から出る青色光を白色光に変換
する蛍光体ガラス＜ルミファス®＞を開発し、製品化してい
ます。ハイパワーLEDとLDの強い光による変色やサーマ
ル・クエンチの心配がない信頼性が高い光源を得ること
ができます。

蛍光体ガラス

有機ＥＬ照明
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耐熱性に優れ、太陽光のほとんどを効率よく反射する多層
膜ミラーを薄膜技術で製造し、太陽熱発電プラント用に
メーター角の大型サイズにも対応可能な太陽光反射ミラー
を販売しています。

太陽光反射ミラー

エネルギー

光・電子デバイスの小型化が可能となり、省エネ、省資源に
つながる多様な部品や素材を製造しています。
一例として、光ピックアップ用や光通信素子用に光学ガラス
を超精密加工した一辺０.５～２.０mmの微小プリズムを量
産しています。

電子・情報用ガラス

ガラスの技術をどこまでも深める一方で、ガラスと樹脂と
の複合化技術によってさらに高機能な製品を開発してい
ます。特に、薄板ガラスと樹脂を組み合わせるとガラス
特有の表面特性を持った割れにくい軽量材料ができます。

ガラスと樹脂の複合化

エコ（省エネ＆省資源）

太陽光反射ミラー

マイクロプリズム

＜Lamion®＞

超薄板ガラス
樹脂
超薄板ガラス

Ｄinorex®はスマートフォンやタブレット等の携帯型端末の
カバーガラスや車載ディスプレイなどの用途に開発した化学
強化専用ガラスで、ディスプレイ画面を傷や衝撃から保護し
ます。また、オーバーフロー法で成形しているため、薄く表
面が平滑で、さらには研磨を必要とせず、化学強化後もガラ
スの反りがほとんどありません。

化学強化専用ガラス

長期耐用性
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ガラスファイバは、樹脂と混合することで樹脂の強度、耐久
性、寸法安定性などを向上させます。例えば、自動車部品に
は生産工程の簡素化や燃費、安全性、環境性能の向上要
求により、Ｅファイバが強化材として混合された、より軽い
樹脂モジュールが多く採用されています。

自動車部品用途

長期耐用性

トンネル覆工等のコンクリート構造物の剥落防止対策に
広く有効です。高強度のGFRP格子筋とガラスファイバ
メッシュで構成されており、数ｃｍ以下の小さなコンクリート片
はファイバメッシュが剥落を防止し、数ｃｍを超える剥離
コンクリート片はGFRP格子筋が剥落防止します。メッシュ
構造のため、躯体の目視観察が可能であり、メンテナンス
性に優れます。
このコンクリート構造物の剥落対策用途に当社のガラスファ
イバが使用されています。

コンクリート構造物の剥落対策用途

施工概念図

ガラスファイバメッシュ

GFRP格子筋

ドアモジュール

フロントエンドモジュール

インテークマニホールド

エンジンマウント

・チョップドストランド

・チョップドストランド
・ロービング

・チョップドストランド

・チョップドストランド
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PRTR報告
２０１５年度の「第一種指定化学物質の排出量及び
移動量の届出書」を該当する５事業場がそれぞれ県
知事に提出しました。全社の総排出量は２.５トン（概

数）（対２０１４年度比３８％減）、総移動量は１６８
トン（概数）（対２０１４年度比５６％減）、でした。

5.9

総排出量
20.3トン

7.0
5.6

1.0 0.8

総移動量
723.8トン

550.2

98.6

28.5 12.4

環境コミュニケーション

34.1

2001年度

2001年度

PCBの適正保管・処分

現在、当社ではアスベストの取り扱い作業はありませんが、建屋へのアスベストの吹付けと非飛散性のスレートが
存在しています。アスベスト吹付け箇所は除去、封じ込め、囲い込みの対応をっています。また、２００５年以降、年
に１度、アスベストの環境測定を行っていますが、環境基準を超えたことはなく、アスベストの飛散がないことを確
認しています。

アスベスト

２０１５年に当社が受けた苦情はありませんでした。この状況に満足することなく、今後も苦情を受ける
ことのないように努めていきます。

苦情

※本データは4月1日から3月31日
　までの集計です。
※四捨五入の関係で合計が
　100にならない場合があります。

ホウ素化合物

ふっ化水素及びその水溶性塩

トルエン

スチレン

砒素及びその無機化合物

その他

鉛化合物

アンチモン及びその化合物

1.排出量（大気、公共用水域等への排出）

2.移動量（下水道、当該事業所の外への移動）

ＰＣＢ機器の廃棄はＰＣＢ特別措置法で平成３９年までに適切に処分を
しなければなりません。当社も法に従い各事業場で厳重に保管を続けな
がら、順次認定を受けた施設に運搬し、適正な処理を進めています。

2015年度

0.6

総排出量
2.5トン

2015年度

154

2014年度

0.7
総排出量
4トン 1.8

1.6

2014年度

1.9

総移動量
168トン

35

総移動量
383トン

339
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環境会計
（単位　百万円）

（単位　百万円）

2015年

主な取組の内容分　類 2015.1.1～2015.12.31

①

②

③

公害防止のための維持管理コスト

地球環境保全のためのコスト

資源循環のためのコスト

グリーン調達、製品リサイクル、容器・包装
リサイクル、環境保全対応等に要したコスト

環境教育の実施、ＩＳＯ１４００１のシステム構築維持管理、
環境負荷測定等のコストと環境管理専任者の人件費

環境負荷低減のための製造技術関連費用

内
　
訳

（1）事業エリア内
　   コスト

（2）上・下流コスト

（3）管理活動コスト

投資額 費用額

130

53

3

73

―

10

2

1

―

143

投資額

5,414

1,692

1,332

2,389

414

1,059

―

341

2

7,229

費用額

（4）研究開発コスト

地域社会との共生のための美化・緑化活動、
地域社会への支援、環境関連広告等のコスト、緑地化（5）社会活動コスト

環境修復費用（6）環境損傷コスト

生産活動により事業
エリア内で生じる環
境負荷を抑制するた
めのコスト

生産活動に伴って上
流叉は下流で生じる
環境負荷を抑制する
ためのコスト

管理活動における環
境保全コスト

研究開発活動におけ
る環境保全コスト

社会活動における環
境保全コスト

環境損傷に対応する
コスト

総　　計

2015年内　容　等項　目

ガラス溶解炉の定期修繕及び生産合理化投資、
主要製品製造における生産性改善投資など投資総額 4,754

6,001

22

0

平面ディスプレイ用ガラス、電子デバイス用ガラス
その他の製品開発、生産技術開発・改良など研究開発総額

金属くず、レンガくず等の売却（1）の③に係る有価物等の売却額
（2）に係る有価物等の売却額

2014年

2014.4.1～2014.12.31

128

112

―

17

―

4

―

―

―

132

4,765

1,260

1,880

1,625

329

561

―

216

１

5,871

2014年

2,905

5,492

35

0

効  果

費用額・投資額について、環境に直接関わる明確な発生コストだけを集計しました。
製造設備や研究開発については環境に係わる部分だけを抽出しています。

注）

・新規購入原料の削減

・特別管理産業廃棄物の削減　

・薬品使用量の削減

・新水、下水使用量の削減　

・電力使用量の削減
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会社概要
社　　名

本　　社

創　　立

資 本 金

従業員数

事業内容

　
事 業 場

営 業 所

日本電気硝子株式会社
Nippon Electric Glass Co., Ltd.

滋賀県大津市晴嵐二丁目７番１号
〒520－8639　
Tel．077（537）1700（代表）

1949年（昭和24年）12月1日

32,155百万円（2015年12月末現在）

5,220名（連結）

●電子・情報
　液晶ディスプレイ用ガラス／
　光関連ガラス／電子デバイス用ガラス／
　太陽電池用ガラス／化学強化専用ガラス

●機能材料・その他
　ガラスファイバ／建築用ガラス／
　耐熱ガラス／照明用ガラス／
　医療・理化学用ガラス／
　魔法びん用ガラス

大津事業場　滋賀高月事業場　
能登川事業場　若狭上中事業場
精密ガラス加工センター

大阪営業所  東京営業所

ホームページアドレス　http://www.neg.co.jp
お問い合わせ先　日本電気硝子株式会社　環境管理部
〒520－8639  滋賀県大津市晴嵐二丁目７番１号
Tel．077（537）1700　Fax．077（537）8765

※本報告書は日本電気硝子(株)グループを集計範囲にしています。
　対象期間は、決算期変更に伴い、2014年の国内データについて
は2014年4月1日から12月31日まで、海外については2014年１月
1日から12月31日までです。
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1993年の環境月間から使用している当社の環境管
理のシンボルマークです。
デザインは社内募集によるもので、緑の葉は新しい
環境技術、若葉（自然や緑化）、従業員の手を、空
色の丸は私達の手で生まれた環境設備と私たちを
取り巻く地域や社会、地球を表しています。
ISO14001による環境マネジメントシステムの活動に
おいても、このマークを活動のシンボルとして引き継い
でいます。

環境管理シンボルマーク

日本電気硝子株式会社
本社・大津事業場
〒５２０-８６３９ 
滋賀県大津市晴嵐２-７-１
ＴＥＬ：０７７-５３７-１７００

Nippon Electric Glass（Malaysia）Sdn.Bhd.
Lot 1-7, Lion Industrial Park 
Persiaran Jubli Perak, P.O.Box 7216
40706 Shah Alam, Selangor, Malaysia

Nippon Electric Glass（Korea）Co., Ltd.
68-20, 3-gil, Suchul-daero, Gumi-si 
Gyeongsangbuk-do, Korea 39266

Nippon Electric Glass Taiwan Co., Ltd.
No.6, Wei 6th Road, Chungkang Export 
Processing Zone, Wuqi District
Taichung City 43541, Taiwan, R.O.C.

Paju Electric Glass Co., Ltd.
1695-35, Bangchon-ro, Munsan-eup, Paju-si 
Gyeonggi-do, Korea 10816

Electric Glass（Shanghai）Co., Ltd.
No.2009 Zhuanxing Road
Xinzhuang Industrial Park, Minhang District
Shanghai, China 201108

Electric Glass（Korea）Co., Ltd
1675-29, Bangchon-ro, Munsan-eup, Paju-si 
Gyeonggi-do, Korea 10816

Electric Glass（Guangzhou）Co., Ltd.
No.1, Bida Street 
High-Tech Industrial Development Zone of Guangzhou
Guangdong, China 510530

Electric Glass（Xiamen）Co., Ltd．
No.111, Fang Shan Xi Road
Xiamen Torch Hi-Tech (Xiang’an) Industrial Zone
Xiamen, Fujian, China 361101

Electric Glass（Nanjing）Co., Ltd．
Tianyou Road East
Liquid Crystal Valley, Qixia District, Nanjing
Jiangsu, China 210046

滋賀高月事業場
〒５２９-０２９２ 
滋賀県長浜市高月町高月１９７９
ＴＥＬ：０７４９-８５-２２３３

若狭上中事業場
〒９１９-１５５２ 
福井県三方上中郡若狭町若狭 テクノバレー１号堤１番
ＴＥＬ：０７７０-６２-１８００

精密ガラス加工センター
〒５２５-００７２ 
滋賀県草津市笠山１丁目４-３７
ＴＥＬ：０７７-５６５-４５４１

能登川事業場
〒５２１-１２９５ 
滋賀県東近江市今町９０６
ＴＥＬ：０７４８-４２-２２５５


	160906_neg_kankyo_p1
	160906_neg_kankyo_p2
	160906_neg_kankyo_p3
	160906_neg_kankyo_p4
	160906_neg_kankyo_p5
	160906_neg_kankyo_p6
	160906_neg_kankyo_p7
	160906_neg_kankyo_p8
	160906_neg_kankyo_p9
	160906_neg_kankyo_p10
	160906_neg_kankyo_p11
	160906_neg_kankyo_p12
	160906_neg_kankyo_p13
	160906_neg_kankyo_p14
	160906_neg_kankyo_p15
	160906_neg_kankyo_p16
	160906_neg_kankyo_p17
	160906_neg_kankyo_p18
	160906_neg_kankyo_p19

